
沖
縄
語
の
文
語
文
の
表
記
訳
（
９
） 

  

伝
統
的
表
記
の
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詠
み
人
知
ら
ず 

 
 

 

 
 

歌
と
三

 

味
線
の 

 
 

む
か
し
始

 

ま
り
や 

 
 

い
ぬ
こ

 

ね
あ
が
り
の 

 
 

神
の
御

 

作 
  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

読
み
音
は
上
段
下
段
同
じ
で
す
。 

上
段
は
音
が
八
八
八
六
で
す
が
、
言
文
不
一
致
で

す
。 

 

本
稿
は
、
伝
統
的
な
書
き
方
を
否
定
し
て
現
代

的
な
書
き
方
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
伝
統
的
な
書
き
方
を
尊
重
の
上
、
現
代

的
な
書
き
方
を
並
記
し
た
も
の
で
す
。 

 

（
参
考
）
他
の
文
字
遣
い
の
例 

い
ぬ
こ
＝
犬
子 

ね
あ
が
り
＝
音
揚
り 

 
 

        

    

沖
縄
文
字
を
用
い
た
現
代
的
表
記 

  
 

歌う
た

三さ
ん

線し
ん

ぬ 

 
 

ん
か
し
始は

じ

ま
い
や 

 
 

い
ん
く
に
あ
が
い
ぬ 

 
 

神か
み

ぬ
御み

作さ
く 

  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

下
段
で
は
仮
名
の
通
り
に
読
み
ま
す
。 

 

下
段
は
音
、
文
字
と
も
八
八
八
六
と
な
っ
て
い
ま

す
。
言
文
一
致
で
す
。 

 

下
段
の
文
字
遣
い
に
著
作
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

左
の
沖
縄
文
字
の
読
み
音
の
表
し
方
は
、
沖
縄

語
辞
典
（
国
立
国
語
研
究
所
編
）
に
よ
り
ま
す
。 

    

 
 

＝tu 
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

沖
縄
語
教
育
支
援
文
庫 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


